
お揃いのランドセル、嬉しいね！
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月日　　９名
東成瀬小学校入学式
祝　入学
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谷藤　羽菜
（たにふじ　はな）
・算数
・保育園の先生

菊地　庵仁
（きくち　いおと）
・足し算
・パイロット

・国語の勉強
・ケーキ屋さん

菊地　愛令和
（きくち　えれな）

・国語
・よねやの店員

佐々木　美優
（ささき　みゆ）

高橋　依久
（たかはし　いく）
・逆上がり
・ケーキ屋さん

・足し算
・ケーキ屋さん

髙橋　詠
（たかはし　うた）

・ブロック
・警察官

髙橋　李月
（たかはし　りつき）

・英語
・ケーキ屋さん

戸嶋　惟
（としま　ゆい）

・国語
・ブルドーザーの運転手

佐藤　遼空
（さとう　はるか）

ぴかぴかの１年生 小学校でがんばりたいことは？
大きくなったら何になりたい？

３ 2026.４広報　ひがしなるせ



月日　　１１名
東成瀬中学校入学式
祝　入学

４ 2026.４ 広報　ひがしなるせ



◆
功
労
賞

・
自
治
功
労

　
佐
々
木　
久　
美　
﹇
手　
倉
﹈

◆
ス
ポ
ー
ツ
賞

・
栄
光
賞

　
石　
綿　
　
　
響　
（
高　
３
）

　
佐
々
木　
　
　
城　
（
高　
２
）

　
半　
田　
耕　
盛　
（
小　
１
）

　
岩　
野　
　
　
鈴　
（
小　
５
）

　
東
成
瀬
中
学
校
卓
球
部

・
奨
励
賞

　
佐
々
木　
順　
子　
﹇
蛭　
川
﹈

　
佐
々
木　
正　
利　
﹇
蛭　
川
﹈

　
髙　
橋　
栞　
菜　
（
小　
１
）

　
谷　
藤　
　
　
新　
（
小　
４
）

◆
芸
術
文
化
賞

・
栄
光
賞

　
佐　
藤　
莉　
幸　
（
小　
１
）

　
髙　
橋　
栞　
菜　
（
小　
１
）

　
谷　
藤　
　
　
桃　
（
小　
３
）

　
髙　
橋　
花　
暖　
（
小　
５
）

　
小　
枝　
美　
月　
（
中　
２
）

　
佐
々
木　
も
も
子　
（
高　
１
）

　
菅　
野　
大　
樹　
（
高　
２
）

・
奨
励
賞

　
後　
藤　
羽　
潤　
（
小　
４
）

　
髙　
橋　
由　
宇　
（
小　
５
）

　
伊
勢
谷　
実　
玖　
（
中　
２
）

　
吉　
田　
　
　
力　
（
高　
２
）

　
吉　
田　
花　
穏　
（
高　
２
）

　
佐
々
木　
琉　
菜　
（
高　
２
）

◆
情
報
処
理
技
術
賞

・
栄
光
賞

　
佐
々
木　
宥　
緒　
（
高　
２
）

　
髙　
橋　
颯　
太　
（
高　
２
）

　
受
賞
者
一
覧（
順
不
同
、敬
称
略
）

（　
）は
受
賞
時
の
学
年

﹇　
﹈は
地
区
名

国
民
参
政
135
周
年
・
普
通
選
挙
100
周
年
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
婦
人
参
政
80
周
年
記
念
表
彰

総
務
大
臣
感
謝
状

　
鈴
木　
秋
一
さ
ん　
（
椿
台
）

　　

国
民
参
政
135
周
年
・
普
通
選
挙
100
周

年
・
婦
人
参
政
80
周
年
記
念
表
彰
に
つ
い

て
、
鈴
木
秋
一
さ
ん
に
総
務
大
臣
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
平
成
26
年
12
月
に
東
成
瀬

村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に
就
任
し
、
就

任
と
同
時
に
委
員
長
と
し
て
、
選
挙
の
適

正
か
つ
円
滑
な
執
行
管
理
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

功
績
を
讃
え
て

　
３
月
27
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
東
成
瀬
村
表
彰
式
を
挙
行
し
ま
し

た
。
こ
の
式
は
、
村
の
振
興
発
展
に
寄
与

さ
れ
た
方
や
各
種
大
会
等
で
優
秀
な
成
績

を
お
さ
め
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
も

の
で
、
計
24
名
１
団
体
を
表
彰
し
ま
し

た
。

表彰

ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
を

　
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　
全
国
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
秋

田
支
部
様
よ
り
、
ク
マ
対
策
用
品
と
し

て
、
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
７
本
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
ク
マ
撃
退

ス
プ
レ
ー
は
、
森
林
内
で
の
作
業
時
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄贈

　
　
　

令
和
７
年
度
東
成
瀬
村
表
彰
式

役場からのお知らせinformation
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■　〔　〕は前年度増減率　（　）は構成比率

歳入
36億5,100万円
〔-12.4％〕

国庫支出金
1億8,890万円（5.2％）　

県支出金
1億8,018万円（4.9％）　

村債
1億4,130万円（3.9％）　

繰入金
諸収入
繰越金
使用料及び手数料
財産収入
分担金及び負担金
寄附金

村税
２億1,328万円
（5.8％）

地方譲与税
地方消費税交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
地方特例交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金
環境性能割交付金

交付金等
１億3,328万円
　　　　（3.7％）

その他
７億2,806万円（19.9％）

一
般
会
計
は
36
億
５
１
０
０
万
円

　
令
和
８
年
度
の
各
会
計
の
当
初
予
算
が
３
月
定
例
会
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
公
営
企
業
会
計
を
除
く
全
会
計
の
予
算
総
額
は
43
億
８
７
０
２
万
円
と
な
り
、

５
億
１
０
３
６
万
円
、
10
・
４
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
36
億
５
１
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
る
と
５
億
１
６

０
０
万
円
、
12
・
４
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
予
算
の
大
部
分
を
占
め

る
普
通
交
付
税
は
、
17
億
４
０

０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
令
和
７
年
度
に
行
わ
れ
た
国
勢
調
査

に
よ
り
、
算
定
の
基
礎
と
な
る
国
勢
調
査

人
口
が
減
少
す
る
こ
と
を
見
込
み
、
８
０

０
０
万
円
の
減
額
と
し
て
い
ま
す
。

　
特
別
交
付
税
は
歳
出
予
算
の
う
ち
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
、
地
域
活
性
化
起

業
人
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
対
象
経
費
の

減
少
に
よ
り
２
億
３
４
０
０
万
円
減
額

し
、
３
億
２
６
０
０
万
円
と
し
て
い
ま

す
。

　
村
債
は
、
村
長
選
挙
の
実
施
に
伴
う
普

通
建
設
事
業
費
の
減
少
に
よ
り
、
こ
れ
ら

に
充
当
す
る
村
債
が
減
少
す
る
た
め
、
前

年
度
に
対
し
８
９
２
０
万
円
の
減
額
と
な

る
１
億
４
１
３
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
道
路
・
橋
り
ょ
う
の

整
備
な
ど
の
事
業
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入

に
係
る
国
庫
補
助
金
の
減
少
に
よ
り
昨
年

度
に
対
し
３
１
２
３
万
円
の
減
額
と
し
て

い
ま
す
。

名　　　称 　令和８年度 増減率
一般会計
　　　国民健康保険（事業勘定）
　　　国民健康保険（直営診療施設勘定）
　　　後期高齢者医療
　　　介護保険
　　　　　　　小　　　計
　　　　　　合　　　　　計
　　　　　　　　　　　　収益的収入
　　　簡易水道事業　　　収益的支出　　　　　　　　　　　　資本的収入
　　　　　　　　　　　　資本的支出
　　　　　　　　　　　　収益的収入
　　　下水道事業　　　　収益的支出　　　　　　　　　　　　資本的収入
　　　　　　　　　　　　資本的支出

▲ 12.4 %
5.5 %

▲ 18.0 %
22.8 %
2.0 %
0.8 %

▲ 10.4 %
▲ 19.1 %
3.2 %

3021.6 %
9.0 %
2.0 %
1.4 %
25.8 %
12.3 %

特
別
会
計

公
営
企
業
会
計

■令和８年度の総予算額
令和７年度

36億5,100万円
2億1,732万円
9,476万円
4,187万円

3億8,207万円
7億3,602万円
43億8,702万円
1億9,127万円
1億9,061万円
6,555万円

1億1,461万円
9,366万円
9,543万円
1,246万円
3,083万円

41億6,700万円
2億597万円

1億1,555万円
3,410万円

3億7,476万円
7億3,038万円
48億9,738万円
2億3,644万円
1億8,470万円

210万円
1億2,993万円
9,180万円
9,414万円
990万円
2,745万円

※金額と構成比率は表示単位未満を四捨五入していますので、合計などが一致しない場合があります。

地方交付税
20億6，600万円
（56.6％）

自
主
財
源
　9
億4

,13
4万
円（2

5.8%） 予算
令和８年度

依存財
源　
27
億9

65
6万
円（
74
.2
％
）
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令
和
８
年
度
は
村
長
選
挙
の

年
度
に
あ
た
る
た
め
、
継
続
的

な
事
業
以
外
は
盛
り
込
ま
な
い

骨
格
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
総
務
費
に
つ
い
て
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
事
業
費
、
電
算
シ
ス
テ
ム
標
準
化
対

応
経
費
な
ど
が
大
き
く
減
額
し
、
前
年
度

に
対
し
３
億
７
６
２
２
万
円
減
少
し
ま
し

た
が
、
目
的
別
で
は
最
も
大
き
い
10
億
５

７
９
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
公
債
費
は
、
総
務
費
に
次
ぐ
予
算
規
模

で
、
前
年
度
か
ら
１
４
１
万
円
増
額
と
な

る
４
億
８
８
２
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
の
金
利
上
昇
に
よ
り
、
償
還
金
額
が

増
加
す
る
見
込
み
で
す
。

　
土
木
費
は
、
十
二
橋
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事

業
の
完
了
や
単
独
の
村
道
新
設
改
良
事
業

量
の
減
に
よ
り
６
５
１
９
万
円
減
額
と
な

り
ま
す
。
本
年
度
は
滝
ノ
沢
平
良
線
舗
装

歳出

■　〔　〕は前年度増減率
　（　）は構成比率

36億5,100万円
 〔-12.4％〕

議会費
労働費
諸支出金
予備費
災害復旧費

その他
1億4,295万円
（3.9％）

消防費
1億6,650万円
（4.6％）

固定資産税
8,631万円
（40.5％）

村民税
9,012万円
（42.3%）

■　村税の内訳

村たばこ税
1,791万円
（8.4％）

入湯税
826万円
（3.9％）

鉱産税
1,000円

軽自動車税
1,068万円
（5.0％）

商工費
1億5,808万円
（4.3％）

農林水産業費
２億199万円
       （5.5％）

教育費
2億6,789万円
（7.3％）

民生費
4億8,728万円
（13.4％）

土木費
2億7,699万円
（7.6％）

衛生費
4億317万円
（11.0％）

総務費
10億5,795万円
（29.0％）

公債費
4億8,820万円
（13.4％）

補
修
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
教
育
費
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
整
備
や
、

小
・
中
学
校
の
一
人
一
台
端
末
の
更
新
な

ど
が
完
了
し
、
前
年
度
に
対
し
５
５
７
６

万
円
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は

村
民
体
育
館
へ
の
大
型
冷
風
機
の
整
備
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
費
は
林
道
整
備
に
係
る
事

業
費
が
大
き
く
減
少
し
、
前
年
度
に
対
し

２
１
５
９
万
円
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
６
次
産
業
化
な
ど
に
対
す

る
支
援
、
法
人
の
大
型
農
業
用
機
械
購
入

に
対
す
る
助
成
、
有
害
鳥
獣
対
策
に
係
る

事
業
費
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
集
落
支
援
員
事
業
や
定
住

促
進
住
宅
敷
地
造
成
工
事
（
岩
井
川
東
村

地
区
）、生
ご
み
処
理
機
購
入
費
助
成
事
業
、

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
事
業
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

 ■主要事業（1,500万円以上抜粋）
 一般会計

2億7,912万円
1,600万円
１億150万円
2,651万円
1,711万円
3,000万円
2,560万円
7,198万円
1,795万円
1,770万円
1,555万円
2,855万円
2,121万円
2,934万円
5,100万円

1億1,356万円
1,776万円

地域おこし協力隊事業
ふるさと納税事業
地域活性化事業
特定地域づくり事業
地域活性化起業人事業
定住促進住宅建設事業
福祉医療事業
教育・保育給付事業
児童福祉施設管理運営事業
農業経営支援協調助成事業
畜産施設管理事業
中山間地域等直接支払事業
中小企業振興事業
観光施設整備事業
社会資本整備総合交付金事業（道路）
冬期交通対策事業
奨学金貸付事業

主な事業 事業費
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鳥獣

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
度
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
異
常

出
没
を
受
け
、
村
で
は
出
没
時
の
情
報
発

信
や
追
い
払
い
、
箱
罠
の
設
置
と
駆
除
、

児
童
生
徒
の
登
下
校
時
の
安
全
確
保
と

い
っ
た
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。
今
年

度
も
必
要
に
応
じ
て
こ
う
し
た
対
策
を
実

施
す
る
ほ
か
、
有
害
鳥
獣
の
出
没
や
そ
れ

に
伴
う
人
身
被
害
・
農
作
物
被
害
等
を
防

止
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◆
電
気
柵
の
設
置

　
　
有
害
鳥
獣
の
侵
入
を
防
止
す
る
た
め
、

人
が
多
く
集
ま
る
場
所
の
周
辺
に
電
気

柵
を
設
置
し
ま
す
。

◆
藪
の
刈
払
い

　
　
見
通
し
を
よ
く
し
て
有
害
鳥
獣
の
隠

れ
場
所
を
排
除
す
る
た
め
、
公
園
周
辺

等
の
藪
の
刈
払
い
を
実
施
し
ま
す
。

◆
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
個
体
確
認
等

　
　
ド
ロ
ー
ン
に
よ
り
、
有
害
鳥
獣
出
没

時
や
捕
獲
の
際
の
個
体
確
認
を
行
い
ま

す
。

◆
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
が
実

施
す
る
事
業

　
　
箱
罠
設
置
や
見
回
り
、
箱
罠
の
増
設
、

セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
の
増
設
、
捕
獲
パ
ト

ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
子
機
の
増
設
等
を
実

施
し
ま
す
。

◆
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
誘
引
樹
木
伐
採
事
業
補
助

　
　
集
落
へ
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
誘
引
を

減
ら
す
た
め
、
住
宅
地
周
辺
に
あ
る
実

の
な
る
樹
木
の
伐
採
費
用
を
補
助
し
ま

す
。

・
対 

象 

者　
樹
木
を
所
有
ま
た
は
所
有

者
の
同
意
に
よ
り
管
理
す
る
個
人
ま
た

は
団
体

・
対
象
経
費　
伐
採
費
用
か
ら
伐
採
に
よ

り
得
た
収
入
を
差
し
引
い
た
額

・
補
助
率
等　
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以

内
の
額
と
し
、
樹
木
１
本
に
つ
き
５
万

円
を
上
限
と
す
る
。

※

た
だ
し
、
柿
の
木
に
つ
い
て
は
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
緊
急
措
置
と
し
て
全
額

村
の
負
担
に
よ
り
伐
採
し
ま
す
。

◆
鳥
獣
被
害
防
止
電
気
柵
購
入
補
助

　

 

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
を
防

止
す
る
た
め
、
電
気
柵
の
購
入
費
用
を

補
助
し
ま
す
。

・
対 

象 

者　
村
内
の
農
地
で
農
作
物
を

生
産
し
出
荷
・
販
売
す
る
個
人
ま
た
は

団
体
で
、
鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
受
け
て

い
る
か
被
害
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る

者
・
対
象
経
費　
農
地
に
設
置
す
る
電
気
柵

の
購
入
費
用

・
補
助
率
等　
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
の
額
と
し
、
個
人
は
15
万
円
、
法
人

は
30
万
円
を
上
限
と
す
る
。

◆
緩
衝
帯
整
備
事
業

　
　
山
林
と
農
地
等
を
隔
て
て
有
害
鳥
獣

の
侵
入
を
防
止
す
る
た
め
、
樹
木
の
下

刈
り
に
よ
り
緩
衝
帯
を
整
備
し
ま
す
。

問　
産
業
振
興
課　
☎
47
３
４
０
６

選挙◆
投
票
日
　
令
和
８
年
５
月
17
日（
日
）

※

５
月
12
日
告
示

◆
投
票
時
間　
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時

ま
で

◆
開
　
　
票　
当
日
午
後
８
時
か
ら

◆
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
等
の
事
情
で

投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、
期
日
前
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
期
　
間　
５
月
13
日
（
水
）
か
ら
５
月

16
日
（
土
）
ま
で

・
時
　
間　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８

時
ま
で

・
投
票
所　
防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
１
階

　
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
期
日
前
投
票

所
及
び
投
票
日
当
日
の
投
票
立
会
人
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
応
募
さ
れ
る
方
は

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問　
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

　
　
☎
47
３
４
０
１

村
長
選
挙

総合
計画

　

村
で
は
、
令
和
８
年
度
か
ら
令
和
12
年
度

ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
し
た
「
第
６

次
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
は
、
村
政
運
営
に
お
け
る
総
合

的
な
基
本
方
針
と
し
て
、
村
の
最
上
位
計
画

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
の
皆
様
か
ら
の
意
見
等
を
踏
ま
え
、
村

の
将
来
像
を
「
人
と
自
然
、
世
代
と
地
域
を

つ
な
ぐ
共
創
の
村
」
と
定
め
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
６
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、
各
種
施

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

基
本
目
標

１　
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
の
村

２　
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村

３　
人
と
文
化
が
共
に
育
つ
村

４　
誰
も
が
笑
顔
で
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
村

５　
賑
わ
い
と
つ
な
が
り
が
あ
ふ
れ
る
村

６　
村
民
と
行
政
が
共
に
創
る
村

　

総
合
計
画
の
概
要
版
を
広
報
と
一
緒
に
配

布
し
て
お
り
ま
す
。
計
画
全
体
は
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち

ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
企
画
課　
☎
47
３
４
０
２

第
６
次
総
合
計
画
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

役場からのお知らせ
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税金　
令
和
８
年
度
の
固
定
資
産
税
評
価
額
に

つ
い
て
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の

と
お
り
縦
覧
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
縦
覧
制
度
と
は
、
納
税
者
の
方
が
ご
自

身
の
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
の
評
価

額
に
つ
い
て
、
周
辺
の
評
価
額
と
比
較

し
、
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
確
認
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
制
度
で
す
。

◆
期
間　
　
６
月
１
日(

月)

ま
で

◆
場
所　
　
住
民
生
活
課

◆
手
数
料　
無
料

◆
縦
覧
で
き
る
方

・
固
定
資
産
税
の
納
税
者

・
納
税
者
と
同
居
の
ご
家
族

・
納
税
管
理
人

・
納
税
者
の
代
理
人
（
委
任
状
が
必
要
で

す
）

◆
必
要
書
類

　
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

な
ど
本
人
確
認
書
類

※

制
度
の
趣
旨
か
ら
外
れ
る
場
合
は
、
縦

覧
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問　
住
民
生
活
課
固
定
資
産
税
担
当

　
　
☎
47
３
４
０
５　

今
年
の
土
地
・
家
屋

評
価
額
が
確
認

で
き
ま
す

年金　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
が
会
社
を
退

職
さ
れ
、
農
業
者
、
自
営
業
者
、
学
生
、

フ
リ
ー
タ
ー
、
無
職
等
に
な
っ
た
場
合
に

は
、
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
ま
た

は
第
３
号
被
保
険
者
）
へ
の
切
替
え
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　
住
民
生
活
課
で
お
早
め
に
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

問　
住
民
生
活
課　
☎
47
３
４
０
３

会
社
を
退
職
し
た
と
き
は

年
金
の
切
替
え
手
続
き
が

必
要
で
す

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者

の
皆
さ
ん
を
、
介
護
・
福
祉
・
健
康
・
医

療
な
ど
様
々
な
面
か
ら
支
え
る
た
め
の
相

談
窓
口
で
す
。
健
康
福
祉
課
内
に
設
置
し

て
お
り
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で

も
健
や
か
に
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
お
手
伝
い

し
て
い
ま
す
。

◆
次
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

・
介
護
認
定
の
申
請
方
法
を
知
り
た
い

・
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
た
い

・
介
護
予
防
に
取
り
組
み
た
い

・
家
族
の
介
護
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
保

健
師
、
社
会
福
祉
士
が
対
応
し
ま
す
。

◆
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
関
係
者
の
皆
さ
ん
へ

　
　
村
で
は
、
医
療
や
介
護
が
必
要
な
高

齢
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分

ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
　
在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
推
進
の
取

組
と
し
て
、
地
域
の
医
療
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
関
係
者
の
方
か
ら
の
在
宅
医
療
や

介
護
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝

日
除
く
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
ま
で

問　
東
成
瀬
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
健
康
福
祉
課
内
）
☎
47
３
４
１
０

健康
づくり
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　

こ
ど
も
家
庭
庁
で
は
、
毎
年
５
月
を

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
月
間
」
と
定
め
て
い

ま
す
。

　
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」
と
は
、
子
ど
も

た
ち
の
幸
せ
を
一
番
に
考
え
、
社
会
全
体

で
応
援
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　

特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
日
常
の

ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
か
ら
始
ま
り
ま

す
。

　
村
全
体
が
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
で
あ
ふ

れ
る
よ
う
、
み
ん
な
で
優
し
い
ま
な
ざ
し

を
届
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

５
月
は
「
春
の
こ
ど
も
ま
ん
な
か
月
間
」
で
す

子育て　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
は
、
妊
娠

（
不
妊
）
、
出
産
、
子
育
て
に
関
す
る
相

談
を
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

　
電
話
や
村
公
式
L
I
N
E
か
ら
相
談
予

約
が
で
き
ま
す
。
些
細
な
こ
と
で
も
お
話

し
に
来
て
く
だ
さ
い
。
（
個
室
で
の
相
談

も
可
能
で
す
）

問　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
健
康
福
祉

課
内
）

　
　
☎
47
３
４
１
０

information
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相談 事業承継登録サイトのご紹介
　村が直営する第三者承継のための登録サイトです。親族や従業員への事業承継が難しいと考えている方は、
第三者承継（Ｍ＆Ａ）を考えてみてはいかがでしょうか。
　担い手不足の影響を受け、第三者承継は近年増加傾向にあります。後継者への移行期間は３年以上を要する
割合が半数を超え、10年以上要する場合も少なくありません。早めの相談・準備が大切です。
　村内の事業者または個人経営者のみなさまで、今後の事業承継にお悩みの方、サイトへ登録をお考えの方
は、お気軽にご相談ください。

問　産業振興課　☎４７－３４０７

採用 新規採用者をご紹介します！

異
動
・
昇
格
（
４
月
１
日
付
）　

◆
総
務
課

　
課
長
（
産
業
振
興
課
長
） 

髙　
橋　
憲　
一

　
課
長
補
佐
（
総
務
課
長
）
・
役
職
定
年 

古　
谷　
政　
弘

　
課
長
補
佐
（
総
務
課
主
査
）
・
昇
任 

髙　
橋　
　
　
司

　
主
査
（
総
務
課
主
任
）
・
昇
任 

佐
々
木　
賢　
太

　
技
術
員
（
暫
定
再
任
用
・
任
期
更
新
）
・
建
設
課
兼
務 

髙　
橋　
武　
広

◆
住
民
生
活
課

　
主
任
（
住
民
生
活
課
主
事
）
・
昇
任 

佐
々
木　
　
　
優

　
主
事
（
新
規
採
用
） 

吉　
田　
　
　
貝

◆
健
康
福
祉
課

　
課
長
・
診
療
所
事
務
長
兼
任 

髙　
橋　
弘　
克

　
主
査
（
健
康
福
祉
課
主
任
）
・
昇
任 

齊　
藤　
優　
人

　
主
任
（
健
康
福
祉
課
主
事
）
・
昇
任 

中　
嶋　
夢　
菜

◆
国
民
健
康
保
険
診
療
所

　
専
門
員
（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
） 

菅　
原　
英　
樹

◆
産
業
振
興
課

　
課
長
（
教
育
委
員
会
教
育
次
長
） 

佐
々
木　
清　
志

　
主
事
（
新
規
採
用
） 

照　
井　
涼　
太

◆
教
育
委
員
会

　
参
事
・
教
育
次
長
心
得
（
総
務
課
課
長
補
佐
）
・
昇
任 

冨　
田　
美
喜
子

　
主
査
（
教
育
委
員
会
主
任
）
・
昇
任 

見
立
屋　
香　
織

　
業
務
員
（
暫
定
再
任
用
・
任
期
更
新
・
ふ
る
里
館
） 

吉　
田　
聡　
子

退
職
（
３
月
31
日
付
）

　
（
診
療
所
事
務
長
） 

菅　
原　
英　
樹

人事

定
期
人
事
異
動

村
職
員
異
動
　※

（　
）
は
異
動
前

住民生活課　主事

吉　田　　貝
（出身　田子内地区）

よし　だ　　　かい

　東成瀬村に少しでも貢献できるように精一杯頑
張ります。これからよろしくお願いいたします。

産業振興課　主事

照　井　涼　太
（出身　横手市）

てる　い　りょう　た

　吸収すべきことがたくさんありますが、前向きに
挑戦し、全力で取り組んでいきます。

役場からのお知らせinformation
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り
添
っ
た
楽
し
く
わ
か
る
授
業
を
目
指
し
ま
す
。

友
井
　
千
佳
　
先
生

神
奈
川
県
か
ら

　

前
職
は
神
奈
川
県
で

学
校
事
務
職
員
を
し
て

お
り
ま
し
た
。
秋
か
ら

冬
に
か
け
て
横
手
市
に

滞
在
し
、
雪
の
多
さ
に

驚
き
ま
し
た
。
東
成
瀬
村
も
何
度
か
訪
れ
、
雪

景
色
や
星
空
の
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
学
校
生
活
を
楽
し
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

13

新
任
の
先
生
方
で
す

　

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す

令
和
８
年
度
は
全
校
児
童

　

69
名
で
の
ス
タ
ー
ト
で
す

夢
い
っ
ぱ
い　

か
し
こ
く

や
さ
し
く　

た
く
ま
し
く

髙
橋　
陶
子　
先
生

　
（
湯
沢
市
立
雄
勝　
中
学
校　
よ
り
）

渡
邊　
彩
花　
先
生

　
（
湯
沢
市
立
湯
沢
南
中
学
校　
よ
り
）

鈴
木　
　
優　
先
生

　
（
湯
沢
市
立
湯
沢
南
中
学
校　
よ
り
）

藤
原　
優
希　
先
生

　
（
湯
沢
市
立
山
田　
中
学
校　
よ
り
）

（※

令
和
８
年
４
月
よ
り
山
田
中
学
校
は
、

湯
沢
南
中
学
校
に
統
合
）

「
新
し
い
出
会
い
に
心
弾
む
季
節

　
　
　
　

先
生
方
を
お
迎
え
し
て
」

生
き
生
き
東
中
生

黒
澤
　
英
美
子
　
教
頭
先
生

湯
沢
市
立
湯
沢
東
小
学
校
か
ら

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
美
し

い
環
境
の
中
で
育
つ
、

東
成
瀬
の
子
ど
も
た
ち

と
過
ご
す
毎
日
が
楽
し

み
で
す
。
つ
な
が
り
・

か
か
わ
り
を
大
切
に
、
地
域
や
保
護
者
の
皆
様

と
共
に
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
び
、
挑

戦
し
、
夢
に
向
か
っ
て
健
や
か
に
成
長
し
て
い

け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

大
野
　
謙
一
　
先
生

由
利
本
荘
市
立
鳥
海
中
学
校
か
ら

　

こ
の
度
の
異
動
で
鳥

海
中
学
校
よ
り
赴
任
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
東

成
瀬
村
の
学
校
に
赴
任

す
る
の
は
初
め
て
で
す
。

　
私
事
で
す
が
、
こ
の
機
会
に
十
数
年
ぶ
り
に

ス
キ
ー
に
挑
戦
す
る
こ
と
と
、
そ
の
後
の
温
泉

を
心
か
ら
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

小
野
　
昇
　
先
生

横
手
市
雄
物
川
町
か
ら

　

こ
の
度
ご
縁
が
あ
り

ま
し
て
再
び
小
学
校
に

勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

理
科
専
科
教
員
と
し
て

子
ど
も
た
ち
と
か
か
わ
り
、
東
成
瀬
村
の
自
然

を
存
分
に
子
ど
も
た
ち
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
寄

▲新任式 児童代表歓迎の挨拶
　６年　鈴木　伶奈 さん▲９名のかわいい新１年生が入学しました

▲生徒会活動・部活動説明会

▲新任式

面
式
で
は
、
２
・
３
年
生
の
先
輩
た
ち
が

新
入
生
の
た
め
に
生
徒
会
活
動
や
部
活
動

を
紹
介
。I
C
T
機
器
を
鮮
や
か
に
使
い

こ
な
し
な
が
ら
、後
輩
を
思
い
や
り
、丁
寧

に
説
明
す
る
姿
が
と
て
も
頼
も
し
く
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　
新
入
生
11
名
が
一
日
も
早
く
学
校
生
活

に
慣
れ
、自
分
ら
し
く
輝
け
る
よ
う
、職
員

一
同
、
そ
し
て
全
校
生
徒
が
一
丸
と
な
っ

て
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

『
お
め
で
と
う
』
の
声
が
響
く
中

　

中
学
校
で
令
和
８
年
度
が
ス
タ
ー
ト

　
４
月
６
日
に
新
任
式
、
翌
７
日
に
は
入

学
式
を
終
え
、
校
舎
に
活
気
あ
る
声
が

戻
っ
て
き
ま
し
た
。８
日
に
行
わ
れ
た
対 渡邊　彩花　先生

髙橋　陶子　先生鈴木　　優　先生

藤原　優希　先生
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令
和
８
年
度
ス
タ
ー
ト
！

新
入
園
児
を
祝
う
会
！

新
し
い
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
　

な
る
せ
学
童
ク
ラ
ブ

　
子
ど
も
た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た
表
情

に
、
新
た
な
一
年
へ
の
期
待
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
育
ち
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
安
全
安
心
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
園

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
４
月
８
日
、
増
田
地
区
交
通
安
全
協
会

東
成
瀬
支
部
長
様
は
じ
め
駐
在
所
長
様
、

鹿
島
建
設
管
理
部
ご
担
当
者
様
の
お
話
を

通
し
て
、
安
全
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。
日
々
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
地
域
の
皆

様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▲今日も元気にお散歩へ！ ▲かわいいお友だちが大集合！

▲お迎えのうた▲佐々木支部長様より帽子の贈呈▲交通安全のお話

▲火曜日１０時から▲育成室も開放中

▲そっとタッチ

▲先輩たちからの
　　　　メッセージボードの前で

自
分
が
好
き
！

　

友
だ
ち
が
好
き
！

　
　

東
成
瀬
が
好
き
！

　
４
月
１
日
か
ら
新
一
年
生
も
加
わ
り
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
童
ク
ラ
ブ
で
の

過
ご
し
方
や
ル
ー
ル
を
先
輩
た
ち
が
し
っ

か
り
教
え
、
遊
び
を
通
し
て
ふ
れ
あ
い
な

が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
り

な
が
ら
、
楽
し
く
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う

ス
タ
ッ
フ
一
同
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
１
年
を
通
じ
て
様
々
な
活

動
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
る
せ
っ
子
広
場

　

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
♪

ブログ
やってます。

なるせっこ広場児
童
館
だ
よ
り
・
図
書
館
だ

よ
り
は
、
こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
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令
和
７
年
度
秋
田
県
演
劇

　
団
体
連
盟
特
別
賞
を
受
賞
！

　
昨
年
11
月
に
上
演
さ
れ
た
、
成
瀬
和
紙

の
里
主
催
の
音
楽
劇
「
金
と
銀
と
水
の
物

語
」
が
、
秋
田
県
演
劇
団
体
連
盟
特
別
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

村
に
伝
わ
る
文
化
や
歴
史
を
再
発
見

し
、
継
承
し
よ
う
と
す
る
物
語
を
企
画
・

上
演
し
、
村
内
外
の
多
く
の
観
客
を
魅
了

し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

第
15
回
記
念
な
る
せ
芸
術
文
化
祭

　
３
月
22
日
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
る

る
ん
に
お
い
て
、
村
芸
術
文
化
協
会
主
催

の
「
第
15
回
記
念
な
る
せ
芸
術
文
化
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
発
表
で
は
、
つ
る
細
工
や
陶
芸

品
、
絵
手
紙
な
ど
の
見
事
な
作
品
が
並
び

ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
加
盟
団

体
に
よ
る
踊
り
や
民
謡
、
詩
吟
、
仙
人
太

鼓
な
ど
の
ほ
か
、
生
涯
学
習
教
室
の
成
果

も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
15
周
年
の
節
目
と
し
て
、
特
別

ゲ
ス
ト
に
三
味
線
奏
者
の
谷
藤
翔
太
さ
ん

を
お
招
き
し
、
会
場
は
大
い
に
賑
わ
い
ま

し
た
。

▲成瀬和紙の里会長の髙橋勇一さん

▲特別ゲスト　谷藤翔太さん

佐
藤
清
助
さ
ん
か
ら
本
を

　
　
　
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　

村
出
身
の
佐
藤
清
助
さ
ん
よ
り
著
書

『
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
へ
の
道
〜
正
夫
と
爺

ち
ゃ
ん
の
歩
ん
だ
10
年
〜
』
を
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
児
童
文
学
・
児
童
小
説

部
門
や
あ
き
た
の
文
芸
エ
ッ
セ
イ
部
門
で

最
優
秀
賞
の
受
賞
歴
を
お
持
ち
の
方
で

す
。

　
本
書
は
、
な
る
せ
児
童
館
図
書
室
な
ど

に
備
え
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲寄贈いただいた著書

13 2026.４
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生
涯
学
習
「
わ
ら
細
工
教
室
」

　
生
涯
学
習
「
わ
ら
細
工
教
室
」
で
作
ら

れ
た
わ
ら
じ
30
足
が
、
３
月
31
日
、
（
一

社
）
東
成
瀬
村
観
光
物
産
協
会
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
毎
年
行
わ
れ
る

「
仙
人
修
行
」
で
役
立
て
て
も
ら
お
う

と
、
教
室
の
世
話
人
で
あ
る
佐
々
木
省
吾

さ
ん
が
届
け
た
も
の
で
す
。

　
年
々
、
わ
ら
じ
づ
く
り
の
技
術
を
持
つ

人
が
少
な
く
な
り
、
今
で
は
佐
々
木
友
信

さ
ん
た
だ
一
人
。
こ
こ
数
年
は
、
仙
人
修

行
で
使
う
わ
ら
じ
を
業
者
か
ら
購
入
し
て

い
ま
す
。

　
「
わ
ら
細
工
教
室
」
で
は
、
佐
々
木
友

信
さ
ん
を
講
師
に
わ
ら
じ
づ
く
り
の
技
術

を
学
び
、
継
承
す
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。

わ
ら
じ
寄
贈
‼

　
　
　
　
　
東
成
瀬
村
方
言
活
用
事
業

　
東
成
瀬
村
方
言
活
用
推
進
事
業
推
進
委
員
会
で
募
集
し

ま
し
た
第
11
回
仙
人
の
郷
流
「
俳
句
・
川
柳
」
は
、
17
名

49
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
３
月
18
日
に
選
考
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
方
言
の
よ
さ
を
生
か

し
、
情
景
が
目
に
浮
か
ぶ
最
優
秀
賞
１
作
品
、
優
秀
賞
５

作
品
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
最
優
秀
賞
（
１
）

び
ゃ
っ
こ
づ
つ
　
ち
ぢ
む
身
丈
や
　
春
彼
岸

（
雪
の
深
さ
と
自
分
と
を
比
べ
つ
つ
の
春
彼
岸
、
老
い
は

休
ま
ず
進
む
）

山
野
は
し
ば
み

◆
優
秀
賞
（
５
）

　
　バ

バ
つ
ら
の
　
な
づ
ぎ
こ
の
げ…

と
　
孫
が
指
す

（
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
顔
を
見
て
、
お
で
こ
、
眉
毛…
と
孫

が
指
を
さ
し
な
が
ら
話
を
し
て
い
る
）

　
　
　
　
　
　
ケ
イ
コ

は
が
え
が
ね
　
も
び
ゃ
っ
こ
な
ん
じ
が
　
な
ら
ね
て
が

（
ま
だ
そ
こ
ま
で
し
か
や
っ
て
い
な
い
の
か
、
も
う
少
し

早
く
で
き
な
い
の
か
？
）　

お
ゆ
き

雪
の
華
　
山
満
開
に
　
ほ
っ
か
ぶ
り

（
初
雪
に
山
の
木
々
が
ま
る
で
華
が
咲
い
た
よ
う
に
見
え

る
。
あ
ま
り
の
寒
さ
に
山
が
ほ
う
か
む
り
を
し
た
よ
う

だ
）

十
茶

お
が
し
ゃ
べ
り
　
油
さ
火
コ
つ
で
　
お
が
し
ゃ
べ
る

（
う
わ
さ
話
や
他
人
の
悪
口
は
、
し
ゃ
べ
り
始
め
る
と
油

に
火
が
つ
い
た
よ
う
に
止
ま
ら
ず
に
い
く
ら
で
も
し
ゃ
べ

り
続
け
る
）

や
ま
ん
ば

物
言
わ
ぬ
　
べ
ご
の
ま
な
ざ
し
　
通
じ
合
う

（
言
葉
を
言
え
な
い
牛
の
目
。
そ
れ
で
も
分
か
り
合
え
る

気
持
ち
で
す
。
）

※

先
月
２
月
、
子
牛
を
市
場
に
出
荷
し
ま
し
た
。
牛
舎
の

肥
出
し
作
業
中
、
母
牛
は
大
き
な
目
か
ら
涙
を
ポ
ロ
ポ

ロ
と
流
し
、
ま
つ
げ
は
濡
れ
て
い
ま
し
た
。

マ
ツ
コ

　
そ
の
他
ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
に
つ
い
て
は
、
広
報

と
一
緒
に
配
布
し
て
い
る
作
品
集
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
教
育
委
員
会　
☎
47
３
４
１
５

第
11
回
仙
人
の
郷
流
「
俳
句
・
川
柳
」

▲観光物産協会へわらじを寄贈

み
た
け

みんなの広場
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◆
最
優
秀
賞
（
１
）

び
ゃ
っ
こ
づ
つ
　
ち
ぢ
む
身
丈
や
　
春
彼
岸

（
雪
の
深
さ
と
自
分
と
を
比
べ
つ
つ
の
春
彼
岸
、
老
い
は

休
ま
ず
進
む
）

山
野
は
し
ば
み

◆
優
秀
賞
（
５
）

　
　バ

バ
つ
ら
の
　
な
づ
ぎ
こ
の
げ…

と
　
孫
が
指
す

（
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
顔
を
見
て
、
お
で
こ
、
眉
毛…

と
孫

が
指
を
さ
し
な
が
ら
話
を
し
て
い
る
）

　
　
　
　
　
　
ケ
イ
コ

は
が
え
が
ね
　
も
び
ゃ
っ
こ
な
ん
じ
が
　
な
ら
ね
て
が

（
ま
だ
そ
こ
ま
で
し
か
や
っ
て
い
な
い
の
か
、
も
う
少
し

早
く
で
き
な
い
の
か
？
）　

お
ゆ
き

雪
の
華
　
山
満
開
に
　
ほ
っ
か
ぶ
り

（
初
雪
に
山
の
木
々
が
ま
る
で
華
が
咲
い
た
よ
う
に
見
え

る
。
あ
ま
り
の
寒
さ
に
山
が
ほ
う
か
む
り
を
し
た
よ
う

だ
）

十
茶

お
が
し
ゃ
べ
り
　
油
さ
火
コ
つ
で
　
お
が
し
ゃ
べ
る

（
う
わ
さ
話
や
他
人
の
悪
口
は
、
し
ゃ
べ
り
始
め
る
と
油

に
火
が
つ
い
た
よ
う
に
止
ま
ら
ず
に
い
く
ら
で
も
し
ゃ
べ

り
続
け
る
）

や
ま
ん
ば

物
言
わ
ぬ
　
べ
ご
の
ま
な
ざ
し
　
通
じ
合
う

（
言
葉
を
言
え
な
い
牛
の
目
。
そ
れ
で
も
分
か
り
合
え
る

気
持
ち
で
す
。
）

※

先
月
２
月
、
子
牛
を
市
場
に
出
荷
し
ま
し
た
。
牛
舎
の

肥
出
し
作
業
中
、
母
牛
は
大
き
な
目
か
ら
涙
を
ポ
ロ
ポ

ロ
と
流
し
、
ま
つ
げ
は
濡
れ
て
い
ま
し
た
。

マ
ツ
コ

　
そ
の
他
ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
に
つ
い
て
は
、
広
報

と
一
緒
に
配
布
し
て
い
る
作
品
集
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
教
育
委
員
会　
☎
47
３
４
１
５

お
知
ら
せ

本のご予約承ります。 ☎ 38－8711までおらほの図書館きてたんせきてたんせ

「ごめんなさい」の練習
林　健太郎　著／PHP研究所

　やっちゃった「あと」
が人間関係の最大の分岐
点！身近な人との「ぎく
しゃく」が９割なくなる
対話術、関係修復術が身
につく一冊。

そして誰もゆとらなくなった
朝井　リョウ　著／文藝春秋

　一生懸命生きていたら
生まれてしまったエピ
ソード全２０編。「楽し
いだけの読書をしたい」
というあなたに贈る一
冊。

イン・ザ・メガチャーチ
朝井　リョウ　／著

　２位以下受賞作品も全
作そろっています。是非
ご利用ください。

５月新刊予定案内
※新刊入替は毎月１日前後に行う予定です。（都合により、遅くなる本もあります）

・ザ・ロイヤルファミリー ………………………早見　和真
・月収 ………………………………………………原田　ひ香
・お母さんの感情整理メモ ………………………佐野　雅代
・願わくば海の底で ………………………………額賀　澪
・歳をとった親とうまく話せる言い換えノート …萩原　礼紀
・イランとアメリカ、そしてイスラエル ………髙橋　和夫
・６０歳からの筋トレ入門 ………………………ソネ　ジュンコ
・仕事が楽になる60のコツと答え ………………西島　佑樹
・いつも機嫌よくいられる本 ……………………岡崎　かつひろ
・投資で２億稼いだ社畜のぼくが
　　　　１５歳の娘に伝えたい29の真実 ………東山　一悟
・東京ディズニーランド東京ディズニーシーまるわかりガイドブック　2026
・るるぶ温泉＆宿　東北

@NaruseLibrary

なるせ
児童館 図書室

（旧ツイッター）

やってます。やってます。

Kyle Joseph Straka(カイル・ジョセフ・ストレイカ)

Assistant　Language　Teacher

なるせダイアリー

If you know me, you know that I am not good at cooking. So, when I was told about the 
men’s cooking event at Yururun, I knew I had to join it. I did not know who was 
participating, so I was surprised to see many people I know there. We enjoyed making 
kimbap and egg soup together. I’m looking forward to the next event!

　私のことを知っている人なら、私が料理が苦手なのはご存知ですよね。だから、「ゆるる

ん」で男の料理教室があると聞いたとき、「これは参加しなきゃ！」と思ったんです。

　誰が来るのか知らずに行ったのですが、知り合いがたくさん参加していて驚きました。み

んなで一緒にキンパとたまごスープ作りを楽しみました。次回の開催も今から楽しみです！

カイル
の

カイル
の

　アメリカのオハイオ州出身です。アメリカのケント州立大学で美術教育と日本語

を勉強しました。

　令和５年８月７日、村のＡＬＴに着任しました。

　絵を描いたりゲームすることが好きです。よろしくお願いします！

～男の料理教室～�������������

図書館だよりがカラーでご覧になれます！（全戸配布は３月にて終了しました）
スマートフォン等のカメラで右記コードを読み取ってください。
（毎月20日頃更新予定）
※なお、図書館だよりは、なるせ児童館・ゆるるんにも置いてありますので、
　ご自由にお持ちください。

＂2026年　本屋大賞決定！”

　じっとガマンするので
も、ガツンと言ってやる
のでもない―　人生を自
分でつくっていく、大人
のための対話術。

言いたいことが言えないひとの政治学
岡田　憲治　著／晶文社

15 2026.４広報　ひがしなるせ



千年　　響　ちとせ　ひびき

４月１日、地域おこし協力隊６名が新たに着任し
ました。６名ともなるテックの協力隊募集管理業
務によるものです。

中野　理沙　なかの　りさ

知識を活かしてテクノロジーによる実践的な取り組
みに挑戦したいと考えています。
　以前から地方創生に関心があり、YouTube等で
各地の事例に触れるうちに「自分も現場で力になり
たい」という思いが強まりました。この度ご縁をい
ただき、東成瀬村で活動できることを心より嬉しく
思います。
　まだ至らぬ点もございますが、地域の皆さまとの
つながりを大切に、積極的にコミュニケーションを
図りながらイベントや課題解決に貢献してまいりま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

・出身　熊本県
・趣味　読書、散歩

　現在、大学でコン
ピュータサイエンスを専
攻しており、そこで得た

吉田　大朗　よしだ　たろう

・出身　岩手県（札幌より移住）
・趣味　古着屋や雑貨屋めぐり
　これまで大学では、地域共創を目的とした学
生ボランティアに所属し、精力的に活動に取り
組んでまいりました。
　成瀬ダムまつりのボランティアスタッフとし
て参加した際、地域の魅力と人々の温かさに深
く惹かれ、この度「なるテック」に応募いたし
ました。
　今後は、害獣対策をはじめとする地域の課題
解決にも積極的に取り組み、村民の皆さまと連
携しながら、誰もが安心して暮らせる環境づく
りに貢献してまいりたいと考えております。ど
うぞよろしくお願いいたします。

高杉　快人　たかすぎ　かいと

・出身　秋田県鹿角市
・趣味　読書や軽い運動

　これまでの２年間、宮城県仙台市の専門校にてプ
ログラミング等の習得に励んでまいりました。
　入社のきっかけは、「父のように地域に貢献した
い」という思いで企業を探していた際、なるテック
の活動を知り、強く惹かれたことです。
　今後は、これまで培ってきたスキルに加え、新た
に学ぶ技術を最大限に活かし、東成瀬村の活性化に
努めてまいります。

地域おこし協力隊
東成瀬

村

・出身　宮城県東松島市
・趣味　散歩、読書、音楽鑑賞
　これまでは山形大学地域教育文化学部にて、地
域創生と心理学を専攻しておりました。
　在学中に様々な地域の方々と交流する中で、そ
の土地固有の文化に深く興味を持つようになり、
この度「なるテック」へ応募いたしました。
　今後は、地域の文化がより多くの方に届き、長
く愛され続けるための「きっかけづくり」に尽力
したいと考えております。
　若さとフットワークを活かし、精一杯努めてま
いりますので、どうぞよろしくお願いいたしま
す。

16 2026.４ 広報　ひがしなるせ



　昨年の４月に移住した森島です。
この冬、シベリアン・ハスキーの「伊吹」とともに、
村で初めての冬を迎えました。伊吹にとっても、自分
の足で感じる初めての雪。降り積もる雪に目を輝か
せ、雪壁にひらりと飛び乗ったり、軒先から落ちたつ
ららを夢中でかじったり。その無邪気な姿には、見て
いるこちらも自然と笑顔になります。雪が大好きな伊
吹にとって、この白銀の世界はまさに楽園のようで
す。
　水道管の凍結という思いがけないハプニングもあ
り、冬の厳しさを身をもって知りましたが、雪の中を
駆け回る伊吹の幸せそうな姿を見るたびに、この村に
来て本当に良かったとしみじみ感じています。

森島　　楓

盧　　　貞　ロ　テイ 伊藤　麻理乃　いとう　まりの

・出身　長野県南佐久郡川上村

　私は10年以上にわたり、アルペンスノーボー
ドとアルペンスキーのアスリートとして活動し
てきました。
　なるテックへの入社を決めた理由は、地域と
深く関わりながら、新たに挑戦できる環境に魅
力を感じたからです。
　地域おこし協力隊として、自身の強みである
体力・行動力・向上心を最大限に活かし、地域
の魅力発信と持続可能な地域づくりに貢献した
いと考えています！

・出身　中国吉林省
・趣味　散歩と登山で自然の中で過ごす時間が好

きです。
　これまでは物流会社にて、財務を中心とした
バックオフィス事務に携わってきました。
　長年事務に従事する中で、ITを活用した業務効
率化に高い関心を持つようになり、「自然豊かな
環境で地域に根ざして働きたい」という思いか
ら、なるテックに応募いたしました。
　今後は地域おこし協力隊として、住民の皆さま
の声に丁寧に耳を傾けながら、これまでの事務経
験やITへの知見を生かして、情報発信や業務改善
に取り組んでまいります。
　地域の魅力を広く発信することで、地域活性化
に貢献したいと考えておりますので、何卒よろし
くお願いいたします。

地域おこし協力隊　隊員数
（令和８年４月１日時点）

村が直接雇用する隊員　３名
民間連携隊員　42名

協力隊の日記

17 2026.４広報　ひがしなるせ
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青
切
符
の
対
象
と
な
る
違
反
が

113
種
類
に
も
及
ぶ
と
い
う
。
自
転

車
運
転
の
ル
ー
ル
違
反
が
も
た
ら

す
交
通
事
故
。
「
青
切
符
」
制
度

は
、
そ
の
割
合
の
増
加
と
重
大
事

故
が
背
景
に
あ
る
と
言
わ
れ
る

が
、
そ
れ
に
し
て
も
違
反
の
対
象

が
多
い
感
が
す
る
。
酒
気
帯
び
運

転
や
信
号
無
視
等
は
言
語
道
断
。

「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
も
依
然
と
し

て
多
い
き
ら
い
が
あ
る
。
悪
質
な

違
反
を
減
ら
し
、
安
全
走
行
を
考

え
る
と
き
に
新
制
度
の
導
入
は
当

然
と
思
え
る
。

 

自
転
車
に
「
青
切
符
」
制
度

 
　
･
･
安
全
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
れ
ば
･
･

　

そ
の
一
方
で
、そ
も
そ
も
自
転
車

を
「
軽
車
両
」
と
認
識
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
自
転
車
の
規
則
が

わ
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ

の
よ
う
な
疑
わ
し
い
面
も
見
受
け

ら
れ
る
。

　

例
え
ば
、
自
転
車
の
歩
道
走
行

は
「
13
歳
未
満
の
子
ど
も
・70

歳

以
上
の
高
齢
者
・
身
体
の
不
自
由

な
人
」
と
決
め
ら
れ
て
い
る
が
、

明
ら
か
に
思
わ
し
く
な
い
走
行
を

し
ば
し
ば
目
に
す
る
。
自
転
車
に

乗
っ
た
ま
ま
の
横
断
歩
道
走
行

や
、
車
道
の
右
側
走
行
な
ど
も
そ

ん
な
に
珍
し
い
光
景
で
は
な
い
。

　

私
も
自
転
車
に
乗
る
。
あ
ま
り

車
の
通
ら
な
い
近
所
を
気
ま
ま
に

の
ん
び
り
と
。
運
動
不
足
解
消
を

兼
ね
た
自
転
車
散
歩
を
楽
し
み
な

が
ら
乗
っ
て
い
る
。
「
青
切
符
」

制
度
を
契
機
に
、
改
め
て
安
全
走

行
を
心
が
け
た
い
と
思
う
。
自
転

車
運
転
の
違
反
者
が
減
る
こ
と
を

願
い
つ
つ
も
、
軽
車
両
の
概
念
と

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
を
、
い
か

に
し
て
利
用
者
に
周
知
が
図
ら
れ

スマホは停まってから

る
の
か
と･･･

。
と
て
も
重
要
と
思

え
て
く
る
。

n
a
r
u

　

自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が

「
努
力
義
務
」
と
さ
れ
て
か
ら
３

年
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
目
に
つ

く
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
ま

だ
ま
だ
ノ
ー
ヘ
ル
は
多
い
と
感
じ

る
。
自
転
車
死
亡
事
故
の
半
数
以

上
が
頭
部
に
致
命
傷
を
負
い
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
未
着

用
（
w
e
b
記
事
）
と
い
う
。

　

４
月
か
ら
自
転
車
の
交
通
違
反

に
も
罰
則
を
科
す
。
16
歳
以
上
の

自
転
車
運
転
者
に
「
青
切
符
」
制

度
が
適
用
さ
れ
、
交
通
違
反
を
す

れ
ば
反
則
金
（
罰
金
）
が
科
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
「
努
力
義
務
」
は
従
来
の
ま
ま

の
よ
う
で
あ
る
が
、
今
度
の
改
正

が
反
則
金
を
取
ら
れ
る
か
ら
気
を

つ
け
る
の
で
は
な
く
、
自
転
車
の

安
全
意
識
向
上
に
つ
な
が
っ
て
ほ

し
い
と
願
う
。

歩道走行の認識を

19 2026.４
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巡
回
相
談
を
開
催

　
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
に
対
し
て
、
そ

の
悩
み
が
深
刻
化
・
複
雑
化
す
る
前
に
早

期
に
相
談
対
応
す
る
た
め
、
当
地
で
巡
回

相
談
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料

で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◆
日
時　
５
月
12
日
（
火
）
午
前
10
時
か

ら
正
午
ま
で

◆
会
場　
東
成
瀬
村
保
健
セ
ン
タ
ー

　
相
談
の
対
象
と
な
る
方
は
、
次
の
よ
う

な
問
題
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方

・
失
業
な
ど
に
よ
り
所
得
が
減
少
し
、
経

済
的
に
お
困
り
の
方

・
ご
自
身
の
病
気
、
け
が
、
障
害
等
で
、

就
労
や
経
済
的
な
面
で
悩
ん
で
い
る
方

・
仕
事
を
探
し
て
い
る
が
な
か
な
か
見
つ

か
ら
な
い
方

問　
秋
田
県
南
福
祉
事
務
所

☎
0
1
8
2
㉜
3
2
9
4

自
治
体
提
携
融
資
制
度

　
東
北
労
働
金
庫
で
は
、
村
か
ら
の
預
託

金
を
原
資
と
し
て
、
村
内
に
居
住
ま
た
は

働
く
み
な
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
低

利
な
融
資
制
度
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
６
年
度
か
ら
は
、
よ
り
多
く
の

方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
制
度
と
し
て
、

お
申
込
み
い
た
だ
く
方
の
状
況
に
応
じ
た

２
段
階
の
金
利
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
制
度
内
容

・
生
活
資
金
融
資

・
教
育
資
金
融
資

・
福
祉
資
金
融
資

・
空
き
家
対
策
資
金
融
資

◆
融
資
限
度
額　
３
０
０
万
円

◆
返
済
期
間　
　
15
年

問　
東
北
労
働
金
庫
湯
沢
支
店

☎
0
1
8
3
�
2
1
1
0

湯
沢
保
健
所
環
境
指
導
課
出
張
窓
口

の
ご
案
内

　
職
員
の
集
約
に
伴
い
、
４
月
よ
り
窓
口

を
火
・
木
曜
に
開
設
し
ま
す
。

◆
火
曜　
環
境
対
策
（
公
害
・
廃
棄
物
・

浄
化
槽
等
）

◆
木
曜　
食
品
衛
生
（
飲
食
店
、
旅
館
・

公
衆
浴
場
等
）

◆
時
間　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
30
分

ま
で

　
右
記
以
外
で
も
窓
口
の
端
末
で
職
員
と

話
せ
る
「
リ
モ
ー
ト
窓
口
」
が
利
用
可
能

で
す
。
相
談
や
申
請
の
際
は
、
事
前
に
電

話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
横
手
保
健
所

☎
環
境
0
1
8
2
㊺
6
1
3
9

☎
食
品
0
1
8
2
㊺
6
1
4
0

特
殊
詐
欺
等
の
被
害

　
令
和
７
年
中
、
横
手
警
察
署
で
受
理
し

た
特
殊
詐
欺
等
の
被
害
は
特
殊
詐
欺
被
害

15
件
、
被
害
額
合
計
２
８
０
０
万
円
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
型
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
被
害
13

件
、
被
害
額
合
計
、
約
１
億
３
４
０
０
万

円
と
な
り
ま
す
。

　
「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と
思
わ
ず
、

注
意
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

問　
横
手
警
察
署
生
活
安
全
課

☎
0
1
8
2
㉜
2
2
5
0

自
衛
官
募
集

※
詳
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問　
自
衛
隊
横
手
地
域
事
務
所

☎
0
1
8
2
㉜
3
9
2
0

暮
ら
し
の
情
報

暮
ら
し
の
情
報

心の健康相談
開催日　５月11日、25日（月）
時　間　９：30〜 11：30
場　所　東成瀬村国保診療所
　　　　相談室
担　当　東成瀬村のぞみの会
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偽
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
に
ご
注
意

　
偽
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
と
は
、
正
規

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
を
模
倣
す
る
な

ど
し
て
、
利
用
者
か
ら
購
入
代
金
を
騙
し

取
っ
た
り
、
粗
悪
品
を
販
売
し
た
り
す
る

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
を
指
し
ま
す
。
偽

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
で
商
品
を
購
入
し

て
し
ま
っ
た
場
合
、
商
品
が
届
か
な
い
、

偽
物
が
届
く
、
返
金
さ
れ
な
い
な
ど
の
場

合
が
あ
り
ま
す
。
購
入
す
る
前
に
し
っ
か

り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
多
種
多
様
な
商
品
を
販
売
し
て
い
な
い
か

・
価
格
が
極
端
に
安
く
な
っ
て
い
な
い
か

・
日
本
語
が
不
自
然
な
文
章
と
な
っ
て
い
な
い
か

・
支
払
い
方
法
が
限
定
さ
れ
て
い
な
い
か

・
キ
ャ
ン
セ
ル
、
返
品
、
返
金
の
ル
ー
ル

が
記
載
さ
れ
て
い
る
か

　
偽
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
の
特
徴
に
１

つ
で
も
当
て
は
ま
る
場
合
は
、
要
注
意
で

す
。

　
偽
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
で
購
入
し
て

し
ま
っ
た
場
合
は
、
秋
田
県
生
活
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問　
県
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
0
1
8
（
8
3
5
）
0
9
9
9

保
育
士
修
学
資
金
貸
付
制
度

　
保
育
士
を
目
指
し
養
成
施
設
（
都
道
府

県
知
事
指
定
の
保
育
士
養
成
学
校
ま
た
は

施
設
）
で
修
学
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、

そ
の
修
学
費
用
を
支
援
し
ま
す
。

◆
貸
付
内
容

①
修
学
資
金　
月
額
５
万
円
以
内
（
上
限

１
２
０
万
円
）

②
入
学
準
備
金　
20
万
円
以
内
（
入
学
時

の
み
）

③
就
職
準
備
金　
20
万
円
以
内

◆
貸
付
期
間　
養
成
施
設
に
在
学
し
て
い

る
間
（
た
だ
し
、
２
年
間
を
限
度
と
す

る
）

◆
申
込
み
方
法　
在
学
す
る
保
育
士
養
成

施
設
を
経
由
し
、
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
保
育
士
養
成
施
設
を
卒
業
後
、
１
年
以

内
に
保
育
士
登
録
を
行
い
、
秋
田
県
内

の
保
育
所
等
で
３
年
間
継
続
し
て
保
育

業
務
に
従
事
し
た
場
合
は
返
還
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

問　
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会　
秋
田
県

福
祉
保
健
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
0
1
8
（
8
6
4
）
3
5
0
0

秋
田
県
育
英
会
奨
学
生
募
集

　

本
会
で
は
、
令
和
８
年
４
月
に
大
学

（
短
大
）
及
び
専
修
学
校
専
門
課
程
に
進

学
す
る
１
年
生
を
対
象
と
し
た
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
人
数

・
大
学
月
額
奨
学
金　
20
名
程
度

・
多
子
世
帯
向
け
奨
学
金　
10
名
程
度

・
専
修
学
校
月
額
奨
学
金　
10
名
程
度

◆
募
集
期
間　
５
月
７
日
（
木
）
か
ら
５

月
26
日
（
火
）
ま
で

問　
公
益
財
団
法
人
秋
田
県
育
英
会

☎
0
1
8
（
8
6
0
）
3
5
5
2

Ａ
Ｉ
Ａ
国
際
活
動
助
成
金
交
付
事
業
募
集

　
県
内
で
国
際
交
流
や
国
際
協
力
、
国
際

理
解
、
多
文
化
共
生
な
ど
の
推
進
に
係
る

活
動
を
行
う
民
間
団
体
に
、
活
動
に
係
る

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間　
６
月
５
日
（
金
）
ま
で

※
詳
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問　
秋
田
県
国
際
交
流
協
会

☎
0
1
8
（
8
9
3
）
5
4
9
9

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
解
決

　
子
ど
も
や
障
害
者
支
援
、
高
齢
者
介
護

等
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
苦
情

解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　
「
思
っ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
と
違

う
」
「
詳
し
く
説
明
し
て
く
れ
な
い
」
な

ど
の
不
満
や
苦
情
を
、
ご
利
用
中
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
話
し
に
く
い
時
や
、

話
し
合
っ
て
も
な
か
な
か
解
決
し
な
い
時

は
当
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問　
秋
田
県
運
営
適
正
化
委
員
会

☎
0
1
8
（
8
6
4
）
2
7
2
6

問・申込み　総務課☎４７－３４０１
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（敬称略）慶弔

佐々木　凰　羽　（男） 　　　 菅生田
◆お誕生おめでとう

おう　　は 健太
春菜

◎交通事故　・発生件数… ０ 件〔１件〕

 　・死者……… ０ 人〔０人〕

 　・傷者……… ０ 人〔１人〕

　　～令和８年１月19日より無事故71日～

◎交通死亡事故『０』継続日数　3618日

　　　　　　～平成２８年５月４日より～

◎無火災記録　　73日

　　　　　　　 ～令和８年１月17日より～

安全記録

　●人　口　　　　　男　1,106人  (-15)

　　　　　　　　　　女　1,061人  ( -７)

　　　　　　　　　　計　2,167人  (-22)

　●世帯数　927戸 (－9)

　●出生　１人[６人〕●死亡　１人[36人〕

　●転入　６人[64人〕●転出　26人[153人〕

注(　)内は前月比、〔　〕は令和７年４月から

村の人口と世帯

広報 ひがしなるせ

「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています。

３月の
東成瀬村

第12回東成瀬村写真コンクール

【景観部門　優秀賞】
「　遅　春　」

撮影者　刈谷　孝也（宮城県仙台市）

ち　　しゅん

撮影　広報担当
【なるせ芸術文化祭】

今月の一枚
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